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新クリーンセンター・北エリア整備の考え方 

●現在の北エリアの空間構成 

北エリアとは、クリーンセンターと北側の公共施設（スポーツ施設、緑町コミセン、都市

公園）全体の敷地であり、４方の道路に区画されたエリアである。 

北エリアの北側約半分には様々な事業主体が混在し、土地利用の形態や法規制も異なり、

管理運営状況も様々である。そして、現在の各施設の管理形態は公園以外すべて閉鎖的で、

限られた人以外、それらの空間に入れない状況である。また、外周道路や各施設間に小さ

な高低差があり、（又は設けられ）地形的にも分節化された空間となっている。 

 

○本計画の目的 

新クリーンセンターの計画では、（仮称）エコプラザを中心とした敷地西南側は、車両通路

以外自由に出入りできる空間として整備される。そして（仮称）エコプラザ整備で事業者

が提案したコンセプトは“武蔵野の雑木林”である。 

新クリーンセンター建設に際しては、基本構想に一体的な整備が掲げられており、北エリ

ア全体の空間のあり方は可能な限り開放的な空間とすることが望ましい。北エリア整備は、

この考え方に沿って敷地全体を点検し、一体的な公共空間として改修することを目的とす

る。また、既存植栽の整備については、新クリーンセンターのコンセプトである“武蔵野

の雑木林”を北エリアにも共通のコンセプトとして位置づけ、統一感のある空間となるよ

う配慮する。 

 

●留意事項 

本計画を進めるにあたり、土地利用上の法的制約や安全管理上の線引きは守る必要がある

が、多様な市民の利用を第一として事業主体間の対応等を調整し、柔軟な運用を図るよう

努力する。 
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